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沖縄県の主要サトウキビ品種における

葉身水分蒸発散特,性の比較

仲宗根盛雄

（沖縄県農業試験場）

ＳｅｉｙｕＮＡＫＡｓｏＮＥ：Comparisonofevapotranspirigcharacterfromleafblade

ofmainvarietiesofsugarcaneinOkinawaprefecturearea．

発散量とした。対照として水だけの容器も設けた。

供試した葉身は完全展開葉の２～３位葉である。

RK81-1010とＮＣｏ３７６は一つの容器に５枚の葉

身を浸漬し、他の品種は４枚づつ浸漬して調査し

た。実験中に蒸発散により容器内の水量が減少し，

葉身の浸漬部分も下り，蒸発散葉面積が増大した

ので，水の減少分は毎計量の後に補給した。

第２の方法はRK81-1010以外の５品種につ

いて，1989年３月曇天曰に，無風状態のガラス実

験室内において３区制で実施した。供試サトウキ

ビは，泥灰岩土壌を詰た1／1,200aポットに，１９８

８年８月に植付け，調査当曰までガラス室内で育

成した。鉢植供試サトウキビには，調査前日に４

回，当日の９時に十分かん水して，午後２時から

調査した。調査葉身は，どの品種も１枚サトウキ

ビから切り取って４回計量した。１回目は測定開

始時で，１枚の葉身を切り取った直後に天秤で計

量した。２回目は測定開始５分後，３回目は開始

15分後，４回目は開始20分後に，それぞれ行い葉

重の減少分を蒸発散量とした。ついでに蒸発散特

性に関連する含水率も調査した。

まえがき

本県は旱魎の常襲地域が多く，毎年サトウキビ

も甚大な被害を被っている。その対策の一つに旱

紘地域に適する品種育成が望まれている。その端

諸として，県内に栽培されている特徴あるサトウ

キビ主要品種について，葉水分蒸散特性を調査比

較し，いくつかの知見を得たので報告します。

主要実験

葉身の蒸発散特性の調査については次のような

方法を用いた。一つは葉身基部の８～10ｃｍ程度

を水槽容器に浸漬して）上部葉身面からの蒸発散

量を測定する方法と，他の一つは葉身をメトラー

Ｊシリーズ天秤に静置して，葉身重の減少から蒸

発散量を求める方法である１）。両方法ともサト

ウキビの葉身は，肥厚帯の直上から切り取って供

試した。

第１の方法における供試植物体は，1987年９月

県農試ほ場の泥灰岩土壌に植付されたサトウキビ

から採取した。サトウキビはＮＣＣ３１０，Ｆ177,

F172,IRK67-1,NCo37aRK81-1010の6

品種を用いた。実験は1988年12月に室内において

３区制で行なった。方法は，口径4.5ｃｍ，高さ17ｃ

ｍのポリエチレン製容器に水道水を８分目程度を

満して，葉身基部を約８～10ｃｍ浸漬して吸水蒸

発散させ，毎曰定時に容器内残量水をメトラーＪ

シリーズ天秤で計量し，その減量を葉身からの薫

実験結果

第１の方法で調査した単位面積，１曰当りの蒸

発散量の推移を第１表に示した。２週間にわたる

調査で、蒸発散量の最も多かったのはＲK81-10

10,次がF172であった。この２品種は，１曰蒸
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'よ，供試品種中３番目の値を示した。次に少ない

品種は，調査の前半ではIRK67-1とF177であっ

た。F177は10曰以後になって蒸発散量は最少に

なり，累積蒸発散量はＮＣＯ３７６に次ぐ値となっ

た。１４曰以後の蒸散量ではIRK67-1が２番目

ＮＣＯ３１０が３番目に少なかった。

発散量および累積蒸発散量ともに，調査始めから

最終まで，品種間における順位が変らず，多量蒸

発散,性がはっきりしていた。ＮＣｏ３７６は累積蒸発

散量において最少であったが，１日当り蒸発散量

は，前半では最少で，１０曰以後は蒸発散量の低下

が他の品種より小さく，１４日後の１日当り蒸散量

第１表葉身の蒸発散量（g／cni／曰）と累積蒸発散量（g／cIi／測定曰の経過）
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第２表葉身の含水率および葉重蒸発散比率
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注１．Ａは測定当日の葉身含水率。Ｂは初日浸漬前の葉重に対する各測定当日の蒸発散量の比率

Ｃは測定日前日の葉重に対する各測定日の蒸発散量;の比率

２．８日後調査の減少率のＡは対初日ＢとＣは対２日後測定との比率
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この品種は８日後調査の葉身含水率の減少率も大

きく，初日から８曰後調査まで高い含水率を保っ

ていた。次に葉身含水率の高いのはNCo376と

NCo310であった。RK81-1010の葉身含水率は

４曰目調査までは最低で，次に低いのはF177で

あった。８日目調査ではF177が最低の含水率で，

次に低いのはＩＲＫ６７－１であった。

第２の方法での実験結果は，表３と図１に示す

とおりであった。未展開一位葉の葉重蒸発散比率

は，測定開始時５分間はF177が最も高く，次は

F172であった。最も低い品種はＮＣｏ３７６で，次

はＮＣｏ３１０であった。測定開始15分後から20分

までの５分間は，F172の蒸発散比率が最小値を

示し，次がF177であった。この時でＮＣｏ３１０は

最高の蒸発散比率を示し，次に高いのはＮＣｏ３７

６であった。蒸発散率の減少率はNCO376が最も

大きく，F172は著しく小さく，F177がこれに続

いていた。

蒸発散量の品種比較を便宜的にするため，蒸発

散量を葉重に対する比率で示す方法を試みた。こ

の実験での結果は，葉重蒸発散比率として第２表

に示した。葉重蒸発散比率の最も高い品種はR

K81-1010であった。この品種は対初曰の葉重蒸

発散比率Ｂ欄，および対前曰の葉重蒸発散比率Ｃ

欄も，調査期間を通して最も高い数値を示し，ま

た８曰後の減少率も大きかった。次に高い品種は

F172で，調査始めから８曰後まで，対前日の葉

重蒸発散比率Ｃ欄で２番目の順位を示し，対初日

の葉重蒸発散比率Ｂ欄でも，８日目の調査を除い

て供試品種中２位の値を示していた。最も低い品

種は，４曰後調査まではＮＣＯ３７６であった。８

曰後調査ではF177であった。次に低い品種は，

４曰目調査まではF177であった。NCo376とＦ１

７７の蒸発散量は，最高蒸発散率であるRK81-10

10の53～59％で半分に近い量にとどまっていた。

葉身含水率の最も高い品種はF172であった。

第３表葉身の含水率および葉重蒸発散比率
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注１．含水率の減少率はＡに対するＢの比率
２．蒸発散率のＣとＤは測定開始時の葉重に対する各５分間の蒸発散量の比率
３．蒸発散率の減少率はＣに対するＤの比率
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率はNCo376が実験期間中を通して最も高く，次

はＮＣＯ３１０であった。最も低い品種はF177で次

はF172であった。

展開５位葉の蒸発散率は，測定開始時の５分間

はF172が最も高く，次はF177であった。しかし，

測定開始15分後から20分までの５分間では,Ｆ１７２

が最低になり，F177が次に低い率になっていた。

測定開始時に最低の蒸発散率を示したＮＣｏ３７６

と，２番目に低かったNCO310は，測定開始15分

後から20分までの５分間では，ＮＣｏ３７６が最高に

なり，NCO310が２番目の順位になっていた。葉

身の含水率はNCo376が実験期間を通して高く，

次はＩＲＫ６７－１であった。最も低い品種はＦ１７７

で，次に低いのはF177であった。葉身含水率の

高い品種は，含水率の減少率が大きく，葉身含水

率の低い品種は含水率の減少率が小さくなってい

た。
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6９
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6８
メ

サトウキビ品種名

葉身含水率（平均）□－－－□

葉身含水率の減少率（平均）●－－－－●

蒸散減少率縢蕊３F
考察

本実験ではサトウキビの耐旱性に関して，特徴

ある品種について，その葉身水分蒸発散量を調査

したが，供試品種は県内の農家や，サトウキビ関

係者の間で,耐旱'性の強弱について，達観的，一

般的に評価されているものを使用した。すなわち，

旱魅に強いと言われている品種は，ＮＣｏ３７６とＩ

ＲＫ６７－１を使用し，旱魅に弱い品種としてはＦ１

77をもちいた。また植物の萎凋は気孔を閉鎖して，

蒸散作用を抑制するので,耐旱性が強く２），さ

らに葉身巾の細い品種ほど耐旱'性がある３．４．

５），と言われていることから，このタイプに近

い品種として，ほ場において萎凋しやすいＦ１７２

とRK81-1010も供試した。NCo310は特別な特

徴らしい`性質はないが，県内で最も普及している

標準品種として供試したものである。

ほ場におけるサトウキビの生育状態を見て，旱

魅時に早めに萎凋し，葉身からの蒸散も抑制され

品種名，NCoNCo310，Ｆ１77,Ｆ172,ＩＲＫ６７－ＬＮＣｏＮＣｏ３７６

第１図測定開始20分後の葉身含水率と率の減少率および

間始後15～20分までの５分間の蒸発散減少率

葉身の含水率は，測定開始時および測定開始２０

分後もIRK67-1が最高で,次はNCo376であっ

た。最低はF172で，次はF177であった。測定開

始20分後の葉身含水率の減少率は，ＮＣｏ３１０が最

小で，次に小さいのはＮＣｏ３７６であった。最も

大きいのはIRK67-1で次はF172であった。

展開４位葉における蒸発散率は，測定開始時の

５分間はF172が最も高く，次はＩＲＫ６７－１であっ

た。最も低い品種はＮＣｏ３７６で，次に低いのは

F177であった。測定開始15分後から20分までの

５分間では，NCO376が最も高く次はF177であっ

た。最も低い品種はFl72であった。葉身の含水
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ナス面も生じる恐れがある。

このように考えるとＮＣＯ３７６は，蒸発散量は

少なく，葉身含水率は供試品種中では多い部類に

あるので,耐旱性は強い方ではないかと思う。ＩＲ

Ｋ６７－１は蒸発散量および葉身含水率が供試品種

中では，中間位にあるので，耐旱性も中位のもの

ではないかと思う。ＮＣＯ３１０の特徴として，蒸散

量は中間位であるが，葉身含水率が高い部類に入

るので，耐旱性としては，ＩＲＫ６７－１に並ぶので

はないかと思われる。

耐旱性については，全植物体の生態や生理で考

えなければならないが，本実験では，誤差的数値

は見うけられたが，葉身だけから見た場合，蒸発

散量は少なく，葉身含水率は高い条件を備えた

NCo376タイプの品種と言えるが，しかし，サト

ウキビ体内の水分が増えると，ブリックスは下る

ので,生育時期の面からも検討する必要があろう。

補給水の十分得られる間は，多量に蒸発散するが，

補給水の不足状態では蒸発散量が減少するＦ１７２

タイプの品種とか，蒸発散量は中程度でも，葉身

含水率の高いＮＣＯ３１０やIRK67-1なども耐旱

性ありと言えるのではないかと思われる。耐旱性

の弱いタイプとしては，蒸発散量が多く，葉身含

水率の低いRK81-1010などであるが，葉身含水

率の低いがために蒸発散量も少ないF177タイプ

もあるなどが本実験では推定することができた。

ていると考えられたF172とRK81-1010が，葉

身基部を水に浸漬した条件では，予想外に最も多

い蒸発散量を示した事は，これら２品種の特性と

して，水分補給が十分に行なわれる条件では，萎

凋はせず葉身からの蒸散が，旺盛になるような性

質を程しているものと思われる。しかしＦ１７２が

水に浸漬しない実験で，測定開始15分後の蒸発散

率が，測定開始時と比べて大きく下ったことは，

水分の補給が不足した条件では，早めに蒸発散を

抑制する品種特性があるものと思われ，これは旱

魅地域のほ場で栽培されているF172が，少々の

旱魅でも早めに萎凋し，蒸散を抑制している性質

と同様であり，耐旱性の一つの要因として理解さ

れる。

補給水を十分にした条件で，蒸発散量の多いF

172とRK81-1010には，葉身の含水率に相違が

あり，F172は高くRK81-1010は低い。これは

含水率の高い植物は，枯死しにくい性質があると

言われていることから考えて，F172はRK81-1

010より耐旱性が強い品種と見てよいと思う。R

K81-1010は旱魅が続くと，早めに枯死するので

はないかと推測している。

旱魅地域における一般農家ほ場からの，これま

での情報では，旱魅時に早めに萎凋する品種はF

172であるが，旱魅日数が続くと，F177が老令の

下葉から最初に枯死することが認められている。

これはF177は蒸発散量が少ないので，早い時期

に旱魅の影響が現われることはないが，旱魅があ

る程度以上に長く続くと，葉身含水率が少ないの

で，他の品種よりも早く枯死に至るのではないか

と思われる。これに対して，多量蒸発散性のＦ１７

２は，蒸発散を抑制しようとして，早めに萎凋す

るが，葉身含水率は多いので枯死に至るようなこ

とは，F177より遅くなるのではと思われる。し

かし，萎凋しやすい植物は，気孔閉鎖によりＣＯ２

の吸収が抑制され，同化作用が劣り，糖類の畜積

が減少する２）と言われており，萎凋によるマイ
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